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同

時

独

立

の

そ
れ
ほ
過
去
の
も
の
で
し
か
念
い
の
か

渡
辺
利
夫
拓
殖
大
学
学
事
顧
問
・
前
総
長

十
の
藩
が
割
拠
し
た
。
最
も
強
力
な
徳
川

藩
を
中
心
に
中
央
政
府
が
徳
川
「
幕
府
」

と
し
て
君
臨
し
、
地
方
は
多
分
に
自
立
的

な
各
藩
の
統
治
に
委
ね
ら
れ
た
。
こ
の
時

代
の
政
治
シ
ス
テ
ム
が
徳
川
「
幕
藩
体
制
」

と
呼
ば
れ
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
徳
川
幕
府
が
中
央
政
府
と

し
て
支
配
的
な
地
位
に
あ
っ
た
と
は
い
え
、

原
理
的
に
は
徳
川
藩
も
数
あ
る
諸
藩
の
一

つ
で
あ
り
、
地
方
藩
は
徳
川
幕
府
か
ら
相

対
的
に
自
立
し
た
政
治
単
位
で
あ
っ
た
。

幕
府
の
法
令
は
天
領
と
呼
ば
れ
る
直
轄
領

に
お
い
て
の
み
施
行
さ
れ
、
他
藩
に
及
ぶ

こ
と
は
な
か
っ
た
。
各
藩
は
独
自
の
法
律

を
制
定
し
、
固
有
の
行
政
権
、
徴
税
権
、

裁
判
権
を
も
っ
て
統
治
さ
れ
て
い
た
。

さ
ら
に
、
各
藩
は
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
文

化
、
す
な
わ
ち
言
語
、
習
慣
、
学
問
、
祭
礼
は

も
と
よ
り
、
固
有
の
産
業
政
策
で
地
方
物

産
の
振
興
に
努
め
て
も
い
た
。
こ
の
よ
う

な
全
国
に
ま
た
が
る
幕
藩
体
制
の
著
し
い

多
様
性
こ
そ
が
、
江
戸
時
代
日
本
の
封
建

制
を
彩
っ
て
い
た
。
全
国
に
分
散
す
る
こ

百
数
十
の
諸
藩
の
中
で
有
力
な
地
方
藩
は
、

封
建
制
の
「
分
権
」
が

豊
富
宏
人
材
生
む

別冊正論30.明治維新150年一先人の智態と気概

日
本
が
主
権
国
家
と
し
て
世
界
史
に
登

場
し
た
の
は
、
幕
末
の
混
乱
期
を
く
ぐ
り

抜
け
、
列
強
に
門
戸
を
開
く
一
方
、
中
央

集
権
的
な
国
家
体
制
の
形
成
に
成
功
し
た

明
治
維
新
に
よ
っ
て
で
あ
っ
た
。

江
戸
時
代
の
日
本
は
、
世
界
で
も
稀
に

み
る
ほ
ど
高
度
に
成
熟
し
た
封
建
制
度
を

擁
し
、
こ
の
制
度
に
も
と
づ
い
て
二
百
数

し
て
新
体
制
を
運
営
し
得
る
能
力
を
も
っ

人
間
集
団
を
育
ん
で
き
た
の
で
あ
る
。

負
担
、
各
藩
内
に
生
じ
た
騒
擾
や
内
乱
に

は
派
兵
を
も
っ
て
幕
府
を
支
援
す
る
、
な

ど
の
義
務
を
も
課
せ
ら
れ
て
い
た
。
そ
の

意
味
か
ら
い
え
ば
、
江
戸
時
代
の
日
本

は
、
一
方
で
幕
府
へ
の
権
力
集
中
、
他
方

で
は
各
藩
へ
の
権
力
分
散
と
い
う
平
衡
の

う
え
に
存
在
し
、
二
百
数
十
年
に
わ
た
り

安
定
的
に
維
持
さ
れ
て
き
た
と
い
う
こ
と

が
で
き
る
。

し
か
し
、
幕
末
期
の
よ
う
に
幕
府
の
統

治
力
に
衰
え
が
み
え
た
時
に
は
、
薩
摩
や

長
州
の
よ
う
な
地
方
の
雄
藩
が
結
集
す
れ

ば
、
新
政
府
を
樹
立
す
る
ほ
ど
の
力
量
が

地
方
の
内
部
に
蓄
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
を

も
示
す
。
明
治
維
新
と
は
、
す
な
わ
ち
そ

、
つ
い
、
つ
こ
と
で
あ
る
。

司
馬
遼
太
郎
が
見
つ
め
た
明
治
維
新
の

成
功
は
ま
さ
に
、
日
本
が
権
力
を
一
元
的

に
集
中
さ
せ
た
専
制
的
な
王
朝
国
家
と
は

ま
っ
た
く
対
照
的
に
、
権
力
の
多
元
的
な

分
散
を
特
徴
と
す
る
封
建
制
度
を
典
型
的

に
擁
し
て
い
た
が
ゆ
え
で
あ
る
。
封
建
制

は
旧
体
制
が
衰
退
し
劣
化
し
機
能
不
全
に

陥
れ
ば
、
こ
れ
に
代
わ
る
「
代
替
者
」
と

そ
の
周
辺
に
群
小
の
藩
が
凝
集
す
る
地
域

の
「
小
国
家
」
的
存
在
で
あ
っ
た
。
北
か
ら

南
へ
、
現
在
の
仙
台
、
加
賀
（
金
沢
）
、
尾

張
（
名
古
屋
）
、
岡
山
、
広
島
、
福
岡
、
熊

本
が
代
表
的
な
地
方
の
有
力
藩
で
あ
っ
た
。

も
ち
ろ
ん
反
幕
府
的
行
動
は
厳
し
く
制

限
さ
れ
、
各
藩
の
軍
事
力
は
少
な
く
と
も

一通

自

主

幕

末

ま

で

は

、

空

幕

府

の

強

力

な

統
制
下
に
お
か

れ
た
。
各
藩
は
、

幕
府
に
よ
る
イ

ン
フ
ラ
建
設
の

た
め
の
事
業
費

シ
ナ
朝
鮮
ほ
集
権
の
専
制
統
治

日
本
の
封
建
制
度
は
、
源
頼
朝
が
鎌
倉

に
武
士
政
権
を
樹
立
し
、
政
権
樹
立
に
貢

献
し
た
武
士
団
に
そ
の
貢
献
度
に
応
じ
て

領
地
を
給
付
し
、
武
士
団
は
こ
れ
を
グ
御

恩
d

と
し
て
拝
領
。
御
恩
の
代
償
と
し
て

命
を
賭
し
た
主
君
へ
の
グ
御
奉
公
H

を
も

っ
て
報
い
た
こ
と
で
定
着
し
た
。
主
君
と

武
士
団
と
の
人
的
主
従
関
係
が
封
建
制
度

の
根
幹
で
あ
る
。

封
建
制
の
完
成
期
が
江
戸
時
代
で
あ

る
。
い
う
ま
で
も
な
く
徳
川
家
康
が
関
ケ

原
の
戦
い
に
武
功
を
立
て
た
武
士
団
と
の

聞
に
主
従
関
係
を
結
ん
で
成
立
し
た
。
武

士
団
は
拝
領
し
た
領
地
内
で
大
名
た
る
藩

主
と
な
り
、
藩
主
も
ま
た
そ
の
家
臣
に
土

地
を
御
恩
と
し
て
与
え
、
家
臣
は
御
奉
公

を
も
っ
て
領
主
に
仕
え
る
と
い
う
、
土
地

を
媒
介
と
し
た
人
的
な
主
従
関
係
を
構
築

し
た
。
二
百
数
十
の
諸
藩
が
徳
川
幕
府
に

浮世絵師揚州周延画 f;ill¥故東の花旧諸侯

参勤御入府之図j。長州藩主毛利敬親の

参勤交代の一行が江戸高輪にさしかかっ

たところ。行列は総勢1000人におよん

だ。領国を独自に統治した藩主たちは、

方で徳川幕府に恭順を示した
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仕
え
、
各
藩
の
家
臣
が
領
主
た
る
大
名
に

仕
え
る
と
い
う
重
層
的
な
主
従
関
係
が
、

江
戸
時
代
の
日
本
を
覆
っ
て
い
た
の
だ
。

ア
ジ
ア
に
は
、
と
い
う
よ
り
日
本
と
現

在
の
い
く
つ
か
の
欧
州
の
先
進
諸
国
を
別

に
す
れ
ば
、
日
本
に
類
す
る
封
建
制
度
を

歴
史
と
し
て
も
つ
国
は
存
在
し
な
い
。

古
来
、
シ
ナ
に
存
在
し
た
の
は
封
建
制

で
は
な
く
郡
県
制
（
後
に
州
も
）
で
あ
る
。

全
土
を
い
く
つ
も
の
郡
に
分
け
、
郡
の
下

に
県
を
設
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
郡
と
県
を
中

央
の
直
下
に
お
い
て
、
そ
の
統
治
は
中
央

か
ら
地
方
に
派
遣
さ
れ
た
官
僚
に
よ
っ
て

一
元
的
に
な
さ
れ
る
と
い
う
、
皇
帝
を
頂

一
一
瞬
で
散
っ
た
嬢
夷
の
火
花

さ
て
、
地
方
分
散
的
で
多
元
的
な
徳
川

幕
藩
体
制
の
も
と
で
長
い
平
和
を
享
受
し

て
き
た
日
本
を
揺
る
が
し
、
最
終
的
に
日

嘉永6年6月に黒船4隻で江戸湾浦賀沖に初来航したぺリーは、翌7年1月に再び
来航。黒船を9隻に増やして幕府を威嚇し、江戸は大きな動揺に包まれた

わ
た
な
べ
・
と
し
お
昭
和
十
四
年
山
梨
県
生
ま
れ
。
慶
感
義
塾
大
学
経
済
学
部
卒
、
同
大
学
院
博

士
課
程
満
期
退
学
。
経
済
学
博
士
。
筑
波
、
東
京
工
業
大
学
の
各
教
授
を
経
て
平
成
十
二
年
拓
殖
大
学
国

際
開
発
学
部
教
授
・
同
学
部
長
、
十
七
年
同
学
長
。
二
十
三
年
同
総
長
を
兼
ね
、
二
十
五
年
学
長
退
任
。

二
十
七
年
総
長
を
退
任
し
、
学
事
顧
問
に
。
経
済
学
だ
け
で
な
く
歴
史
分
野
で
も
日
本
ア
ジ
ア
関
係
の
造

詣
が
深
く
、
昭
和
六
十
年
吉
野
作
造
賞
、
平
成
元
年
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
賞
、
八
年
開
高
健
賞
、
二
十
三
年

正
論
大
賞
な
ど
。
二
十
八
年
か
ら
日
本
李
登
輝
友
の
会
会
長
。
歴
史
分
野
の
著
書
に
『
私
の
な
か
の
ア
ジ

ア
』（
中
央
公
論
新
社
）
、

「新
脱
亜
論
』（
文
春
新
書
）、
「君
、
図
を
捨
つ
る
な
か
れ
「
坂
の
上
の
雲
」
の

時
代
に
学
ぶ
』（
海
竜
社
）
、

『
ア
ジ
ア
を
救
っ
た
近
代
日
本
史
講
義
』（
P
H
P新
書
）、『
放
哉
と
山
頭
火

｜
死
を
生
き
る
」
（
ち
く
ま
文
庫
）
、

「士
魂
｜
福
調
停
諭
吉
の
真
実
』
（
海
竜
社
）
な
ど
。

点
と
す
る
古
代
的
な
官
僚
政
治
体
制
が
一

貫
し
て
踏
襲
さ
れ
て
き
た
。
朝
鮮
の
王
朝

は
シ
ナ
の
コ
ピ
ー
だ
と
い
っ
て
い
い
。

郡
県
制
は
、
封
建
制
と
は
対
照
的
な
中

央
集
権
的
で
専
制
的
な
統
治
機
構
に
他
な

ら
な
い
。
日
本
が
封
建
制
、
シ
ナ
、
朝
鮮

が
専
制
の
郡
県
制
を
統
治
機
構
と
し
て
き

た
こ
と
が
、
両
者
の
近
代
化
の
成
否
を
決

め
る
要
因
で
あ
っ
た
。

日
本
の
江
戸
時
代
は
、
土
地
を
媒
介
と

し
た
人
的
主
従
関
係
を
長
く
維
持
し
て
き

た
の
で
あ
る
が
、
も
う
一
つ
、
朝
廷
す
な
わ

ち
天
皇
と
天
皇
を
囲
む
貴
族
集
団
（
公
家
）

の
存
在
を
無
視
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

権
勢
を
き
わ
め
た
徳
川
幕
府
に
よ
る
統

本
の
近
世
を
終
罵
さ
せ
る
時
期
、
つ
ま
り

「
幕
末
」
が
十
九
世
紀
後
半
期
に
や
っ
て

く
る
。ア
ヘ
ン
戦
争
に
よ
り
、
並
ぶ
こ
と
な
き

大
国
清
朝
が
無
残
に
も
敗
北
を
喫
し
た
事

実
が
一
つ
だ
が
、
何
よ
り
も
嘉
永
六
年

（
一
八
五
三
）
米
東
イ
ン
ド
艦
隊
司
令
官

ペ
リ
ー
が
黒
船
四
隻
を
率
い
て
浦
賀
沖
に

来
航
、
開
国
を
求
め
る
米
大
統
領
の
国
書

の
受
け
取
り
を
強
要
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

心
な
ら
ず
も
国
書
を
手
渡
さ
れ
た
の
は
老

中
の
阿
部
正
弘
で
あ
っ
た
が
、
一
年
後
の

回
答
を
約
し
て
ペ
リ
ー
を
ひ
と
ま
ず
引
き

取
ら
せ
た
。

こ
の
一
件
か
ら
、
広
く
知
ら
れ
る
幕
末

の
混
乱
期
が
始
ま
る
。
日
米
の
軍
事
力
格

差
は
圧
倒
的
で
あ
り
、
国
書
を
受
け
取
っ

た
も
の
の
幕
府
に
は
こ
れ
に
対
処
す
る
能

力
は
な
か
っ
た
。
思
い
あ
ぐ
ね
た
阿
部

は
、
国
書
を
朝
廷
に
報
告
し
、
諸
大
名
に

意
見
具
申
を
求
め
た
。
し
か
し
、
諸
藩
に

よ
る
衆
議
は
、
開
国
と
撞
夷
の
両
論
の
対

立
を
深
め
る
だ
け
で
あ
っ
た
。

翌
安
政
元
年
（
一
八
五
回
）

七
隻
の
黒

治
下
で
、
朝
廷
の
存
在
意
義
が
薄
れ
た
こ

と
は
ま
ぎ
れ
も
な
い
。
し
か
し
、
武
士
集

団
た
る
幕
府
が
そ
の
力
を
も
っ
て
朝
廷
を

廃
絶
し
よ
う
と
い
う
挙
に
出
た
こ
と
は
つ

い
ぞ
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
世
俗
の
権
力
集

団
で
あ
る
幕
府
は
、
古
代
に
系
譜
を
引
く

天
皇
を
戴
く
朝
廷
の
承
認
を
受
け
、
初
め

て
世
俗
世
界
に
お
い
て
真
の
権
威
と
名
誉

を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
。

明
治
維
新
が
「
王
政
復
古
」
、
す
な
わ

ち
古
代
に
淵
源
を
も
っ
天
皇
に
よ
る
治
世

に
復
帰
す
る
と
い
う
形
を
と
り
、
そ
の
こ

と
に
よ
っ
て
、
新
政
府
は
権
力
は
も
と
よ

り
、
権
威
と
名
誉
を
も
掌
中
に
で
き
た
の

で
あ
る
。

船
を
従
え
て
再
来
航
し
た
ペ
リ

1
に
、
幕

府
は
日
米
和
親
条
約
を
呑
ま
さ
れ
た
。
鎖

国
体
制
の
終
罵
で
あ
る
。
新
た
に
大
老
と

な
お
す
け

な
っ
た
井
伊
直
弼
は
、
米
総
領
事
ハ
リ
ス

と
の
聞
に
、
領
事
裁
判
権
と
関
税
自
主
権

を
認
め
ら
れ
な
い
不
平
等
条
約
・
日
米
修

好
通
商
条
約
を
、
勅
許
つ
ま
り
天
皇
に
よ

る
裁
可
を
得
な
い
ま
ま
に
調
印
。
蘭
、

露
、
英
、
仏
と
も
同
様
の
条
約
締
結
を
余

儀
な
く
さ
れ
た
。

条
約
締
結
に
激
憤
す
る
諸
藩
の
志
士
を

刑
死
に
追
い
込
ん
だ
井
伊
は
、
水
戸
藩
と

薩
摩
藩
を
脱
藩
し
た
志
士
に
よ
り
殺
害
さ

れ
、
幕
府
の
権
威
は
急
速
に
降
下
。
朝
廷

を
新
た
な
権
威
と
し
よ
う
と
す
る
尊
皇
撞

夷
派
の
志
士
が
各
地
に
医
忌
す
る
に
い
た

っ
た
。
長
州
藩
は
下
関
を
通
過
す
る
英
、

米
、
仏
、
蘭
の
艦
船
に
攻
撃
を
加
え
た
も

の
の
、
後
に
四
国
連
合
艦
隊
の
報
復
を
受

け
、
下
関
砲
台
は
占
領
さ
れ
た
。
撞
夷
の

完
全
な
敗
北
で
あ
っ
た
。
そ
の
前
年
に
は
、

薩
摩
藩
が
非
礼
な
英
人
を
殺
傷
し
た
生
麦

事
件
に
対
す
る
報
復
と
し
て
、
英
軍
に
よ

り
薩
摩
湾
が
攻
撃
さ
れ
た
。
こ
の
い
わ
ゆ
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る
薩
英
戦
争
に
お
い
て
、
薩
摩
軍
は
善
戦

し
た
と
は
い
え
、
列
強
の
背
後
に
存
在
す

る
強
大
な
軍
事
力
を
思
い
知
ら
さ
れ
、
撞

夷
な
ど
不
可
能
事
で
あ
る
こ
と
に
心
底
覚

醒
さ
せ
ら
れ
た
。

外
国
の
介
入
一
切
排
し
た
御
一
新

薩
長
は
、
尊
王
援
夷
の
壌
夷
を
剥
が
し
、

「
尊
王
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
す
る
倒
幕
に

傾
き
、
坂
本
龍
馬
な
ど
の
仲
介
も
あ
り
、

倒
幕
を
求
め
て
両
藩
の
同
盟
が
な
っ
た
。

こ
れ
に
岩
倉
具
視
を
中
心
と
す
る
公
家
が

加
わ
り
、

J
討
幕
の
密
勅
d

を
手
に
し
た

倒
幕
軍
の
意
気
は
上
が
っ
た
。

こ
の
形
勢
に
先
手
を
打
っ
て
幕
府
は

「
大
政
奉
還
」
の
挙
に
出
る
も
の
の
、
こ

れ
を
よ
し
と
し
な
い
倒
幕
軍
は
政
変
に
よ

り
「
王
政
復
古
の
大
号
令
」
を
発
し
て
、

天
皇
親
政
の
新
政
権
を
樹
立
。
な
お
抵
抗

す
る
幕
府
軍
に
対
し
倒
幕
軍
は
江
戸
城
総

攻
撃
を
決
意
、
す
ん
で
の
と
こ
ろ
で
西
郷

隆
盛
と
勝
海
舟
と
の
会
談
に
よ
り
無
血
開

城
と
な
り
、
「
御
一
新
」
と
呼
ば
れ
る
明

長
州
藩
も
四
国
連
合
艦
隊
に
よ
る
攻
撃

後
、
大
村
益
次
郎
が
中
心
と
な
っ
て
藩
を

挙
げ
て
の
軍
事
体
制
を
敷
き
、
薩
摩
経
由

で
グ
ラ
パ

l
商
会
よ
り
艦
船
、
ミ
ニ
エ

i

銃
、
ゲ
ベ

l
ル
銃
を
購
入
す
る
な
ど
し
て

軍
事
力
を
高
め
た
。
佐
賀
藩
は
薩
摩
の
島

津
斉
彬
が
模
範
と
し
た
ほ
ど
の
工
業
力
を

か
ん
ぞ
う

要
し
て
い
た
。
鍋
島
閑
史
（
直
正
）
の
強

い
意
欲
に
よ
り
、
反
射
炉
や
蒸
気
船
「
凌

『潜

A
ロ

州

砲

た

桟

制

札

1
U
印
山
一
山
市
川

撃

関

に

襲

下

気

四
日
宇

田

年

熱

外

翌

初

：
、
！

日

け

嬢

f
！
？
 

一U
E
Z
カ

M
M

在

実

弛

復

環

日
殺
の

珂
J

乃

ら

開

酌

れ

引

鑑

こ

問

問

蛤

一

日

航

個

拘

引

蘭

領

U
N

仏

占

1ι
米

に

引

英

々

久

、

次

文
は
は

治
維
新
が
成
っ
た
。

こ
こ
で
重
要
な
こ
と
は
、
幕
府
側
に
フ

ラ
ン
ス
、
倒
幕
軍
側
に
英
国
が
支
援
者
と

し
て
名
乗
り
を
上
げ
た
も
の
の
、
こ
れ
ら

列
強
の
介
入
や
二
切
排
し
た
う
え
で
の
御

一
新
だ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
列
国
代
表
に

王
政
復
古
と
条
約
道
守
を
告
げ
、
新
国
家

の
大
方
針
を
内
外
に
宣
し
た
。
五
箇
条
の

御
誓
文
が
そ
れ
で
あ
る
。

お

こ

ば

ん

き

一
広
ク
会
議
ヲ
興
シ
万
機
公
論
ニ
決
ス

ベ
シ
し

ょ

う

か

い

っ

き

か

ん

け

い

り

ん

一
上
下
心
ヲ
一
ニ
シ
テ
盛
ニ
経
倫
ヲ
行

フ
ベ
シ

い

っ

と

ま

で

お

の

お

の

そ

の

一
宮
武
一
途
庶
民
ニ
至
ル
迄
各
其
志
ヲ

遂
ゲ
人
心
ヲ
シ
テ
倦
マ
ザ
ラ
シ
メ
ン
事
ヲ

要
ス

ろ
・
ヲ
し
ゅ
う

一
旧
来
ノ
阻
習
ヲ
破
リ
天
地
ノ
公
道
一
一

基
ク
ベ
シ

お

お

い

し

ん

一
智
識
ヲ
世
界
一
一求
メ
大
ニ
皇
基
ヲ
振

起
ス
ベ
シ

学
制
発
布
、
国
民
皆
兵
、
貨
幣
制
度
改

革
、
地
租
改
正
、
殖
産
興
業
・
富
国
強

兵
、
大
日
本
帝
国
憲
法
発
布
、
帝
国
議
会

開
設
、
議
会
選
挙
、
日
清
戦
争
勝
利
、
日

英
同
盟
締
結
、
日
露
戦
争
勝
利
、
不
平
等

条
約
改
正
等
々
、
明
治
の
近
代
化
の
プ
ロ

セ
ス
を
概
観
す
れ
ば
、
こ
れ
ら
す
べ
て
が

五
箇
条
の
御
誓
文
を
そ
の
原
理
的
な
根
拠

と
す
る
か
の
ご
と
く
に
み
え
る
。
明
治
維

新
の
開
明
性
は
確
か
に
こ
の
御
誓
文
の
中

に
は
顕
現
し
て
い
る
と
い
っ
て
い
い
。

散
在
す
る
力
が
凝
集
し
た
時
の

強
靭
性

封
建
制
度
と
は
、
多
元
的
で
地
方
分
権

的
な
世
界
で
あ
る
。
各
藩
の
徳
川
幕
府
か

ら
の
自
立
性
は
相
当
に
高
い
も
の
で
あ
っ

た
。
特
に
西
南
雄
藩
と
い
わ
れ
る
諸
藩
に

お
い
て
そ
の
傾
向
は
強
か
っ
た
。
薩
摩
藩

は
島
津
斉
彬
が
藩
主
と
な
る
や
、
同
藩
に

お
い
て
日
本
初
の
洋
式
艦
「
昇
平
丸
」
、

三
つ
ん
こ
・
つ

蒸
気
船
「
雲
行
丸
」
な
ど
の
造
船
事
業
、

反
射
炉
や
溶
鉱
炉
な
ど
の
製
鉄
事
業
に
精

出
し
、
維
新
後
の
殖
産
興
業
・
富
国
強
兵

の
原
型
を
薩
摩
の
地
に
お
い
て
展
開
し
た
。

薩
英
戦
争
で
英
国
と
互
角
に
近
い
成
果
を

残
し
た
の
も
、
そ
れ
ゆ
え
で
あ
っ
た
。

風
丸
」
を
建
造
、
最
新
の
軍
備
を
整
え
て
を
占
う
ポ
イ
ン
ト
だ
と
私
は
み
る
。

江
戸
城
開
城
に
に
ら
み
を
き
か
せ
、
五
稜
日
本
の
場
合
、
こ
の
代
替
者
を
醸
成
し

郭
包
囲
に
い
た
る
戊
辰
戦
争
で
は
、
倒
幕
た
土
壌
が
、
源
頼
朝
の
時
代
に
始
ま
り
江

軍
の
リ
ー
ダ
ー
的
な
存
在
と
な
っ
た
。
戸
時
代
に
成
熟
を
み
せ
た
封
建
制
で
あ
る
。

伊
予
の
宇
和
島
藩
も
小
藩
で
あ
り
な
が
封
建
制
を
特
徴
づ
け
る
も
の
は
、
地
方
分

れ
v
h

“h
抽－hリ

ら
、
開
明
的
な
藩
主
伊
達
宗
城
に
よ
り
殖
散
型
の
権
力
構
造
で
あ
り
、
と
り
わ
け
い

産
興
業
・
富
国
強
兵
に
人
材
を
積
極
的
に
く
つ
か
の
雄
藩
に
は
、
政
治
、
経
済
、
教

登
用
、
黒
船
来
航
か
ら
三
年
後
に
、
薩
摩
育
、
文
化
、
軍
事
力
に
お
い
て
秀
で
、
単

に
次
ぐ
国
産
第
二
号
の
蒸
気
船
を
建
造
、
独
で
は
中
央
政
権
を
覆
す
力
は
な
い
も
の

し
か
も
す
べ
て
を
宇
和
島
の
人
材
に
よ
っ
の
、
雄
藩
が
連
合
す
れ
ば
、
ア
ン
シ
ャ
ン

て
こ
れ
を
完
成
し
た
。
西
南
雄
藩
を
中
心
レ
ジ
ー
ム
の
代
替
者
と
な
る
こ
と
は
十
分

に
日
本
の
各
藩
で
そ
れ
ぞ
れ
分
散
的
に
拡
可
能
で
あ
っ
た
。
明
治
維
新
と
は
、
薩
長

充
さ
れ
て
き
た
軍
事
力
が
、
倒
幕
の
一
点
を
中
心
と
す
る
西
南
雄
藩
が
、
古
代
に
淵

に
凝
集
し
た
時
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
は
巨
大
源
を
も
っ
天
皇
を
最
高
権
威
の
シ
ン
ボ
ル

な
も
の
が
あ
っ
た
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
と
し
て
ア
ン
シ
ャ
ン
レ
ジ
ー
ム
に
挑
戦
、

い
。
封
建
制
の
強
靭
性
は
、
実
に
そ
の
多
転
覆
し
て
文
明
開
化
と
呼
ば
れ
る
近
代
化

様

性

に

あ

る

。

に

向

け

て

、

そ

の

エ

ネ

ル

ギ

ー

の

す

べ

て

「
西
洋
の
衝
撃
」
を
受
け
て
中
央
権
力
た
を
噴
出
さ
せ
、
こ
れ
に
成
功
し
た
革
命
で

る
旧
体
制
、
つ
ま
り
ア
ン
シ
ャ
ン
レ
ジ

l

あ
っ
た
。

ム
が
動
揺
し
て
事
態
収
束
能
力
を
喪
失
し
軍
事
力
で
劣
勢
な
日
本
が
、
日
本
を
凌

た
時
、
こ
れ
を
打
倒
し
、
か
っ
こ
れ
に
代
駕
す
る
軍
勢
を
擁
し
た
清
園
、
つ
い
で
ロ

わ
る
新
た
な
中
央
権
力
を
樹
立
し
て
新
国
シ
ア
と
の
戦
争
に
勝
利
し
た
こ
と
は
、
こ

家
を
運
営
す
る
能
力
を
も
っ
「
代
替
者
」
の
二
つ
の
戦
争
を
準
備
す
る
過
程
で
の

が
出
現
す
る
か
否
か
が
、
近
代
化
の
成
否
「
殖
産
興
業
・
富
国
強
兵
」
と
い
う
ス
ロ
ー
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ガ
ン
に
国
民
が

一
丸
と
な
っ
て
呼
応
し
、

大
願
を
成
就
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
。

「
坂
の
上
の
雲
」
を
日
本
が
い
ち
は
や
く

つ
か
み
得
た
要
因
を
、
私
は
そ
う
考
え
る
。

無
残
念
シ
ナ
朝
鮮
の
近
代
化
失
股

こ
れ
と
対
照
的
に
、
朝
鮮
、
シ
ナ
の
近

代
化
は
容
易
に
進
む
こ
と
は
な
か
っ
た
。

両
国
は
古
代
的
で
専
制
的
な
王
朝
の
伝
統

を
引
き
継
い
で
、
皇
帝
や
王
と
い
う
絶
対

的
権
力
者
を
戴
き
、
こ
れ
を
官
僚
政
治
家

と

え

ば

た

え

が
十
重
二
十
重
に
取
り
巻
き
、
郡
県
制
と

称
さ
れ
る
極
度
に
中
央
集
権
的
な
統
治
シ

ス
テ
ム
の
中
に
全
土
の
末
端
ま
で
を
組
み

込
ん
で
き
た
。
「
権
力
資
源
」
は
す
べ
て

中
央
に
集
中
し
、
地
方
に
は
次
代
を
担
う

「
代
替
者
」
が
育
つ
空
間
は
ほ
と
ん
ど
存

在
し
な
か

っ
た
。
李
朝
時
代
の
朝
鮮
は
そ

の
典
型
で
あ
る
。

し
か
も
、
朝
鮮
の
場
合
、
巨
大
な
中
華

王
朝
を
宗
主
国
と
し
、
み
ず
か
ら
は
そ
れ

に
服
属
す
る
と
い
う
往
時
の
漢
族
中
心
の

華
夷
秩
序
の
中
に
統
合
さ
れ
る
こ
と
を
余

日清戦争の講和会議（明治28年4月28日）を描いた

「下関講和談判J＝明治神宮外苑聖徳記志桧函館所蔵

た
議
会
制
を
基
調
と
す
る
立
憲
君
主
制
の

成
立
を
求
め
る
「
変
法
自
強
」
運
動
が
提

唱
さ
れ
た
。
皇
帝
の
詔
ま
で
を
得
て
、
こ

れ
が
展
開
を
始
め
よ
う
と
す
る
や
、
政
変

に
よ
り
指
導
者
は
国
を
追
わ
れ
た
。

結
果
は
、
義
和
国
と
い
う
宗
教
的
で
熱

狂
的
な
民
衆
の
反
乱
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ

も
列
強
に
よ
り
鎮
圧
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

王
朝
打
倒
の
た
め
の
革
命
、
こ
れ
し
か
後Lん

に
残
る
も
の
は
な
か
っ
た
。
孫
文
ら
の
辛

亥
革
命
に
よ
り
王
朝
は
つ
い
に
打
ち
倒
さ

れ
た
も
の
の
、
そ
の
後
、
国
家
体
制
を
樹

立
し
、
こ
れ
を
運
営
し
、
近
代
化
を
担
う

認
謹
一
坦
暗
室
匂
喝

行

R

？
z

翁防相
J

儀
な
く
さ
れ
た
。
日
本
が
そ
の
体
制
の
中

に
組
み
込
ま
れ
な
か
っ
た
の
に
は
、
お
そ

ら
く
波
荒
い
対
馬
海
峡
に
隔
て
ら
れ
た
島

国
で
あ
る
と
い
う
地
政
学
上
の
理
由
も
あ

ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
朝
鮮
に
海
峡
を
隔
て
て
位
置
す
る

日
本
は
、
朝
鮮
の
開
国
・
維
新
な
く
し
て

南
下
す
る
ロ
シ
ア
や
強
大
な
清
国
か
ら
み

ず
か
ら
を
守
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う

恐
怖
に
直
面
し
た
。
日
清
戦
争
に
勝
利

し
、
清
国
と
朝
鮮
の
切
断
に
成
功
し
た
日

本
は
、
改
め
て
「
自
主
独
立
」
の
朝
鮮
の

近
代
化
を
促
し
た
。

だ
が
、
長
く
根
付
い
た
強
固
な
王
朝
官

僚
政
治
家
な
ら
び
に
彼
ら
の
心
底
に
深
く

刻
み
込
ま
れ
た

「
事
大
主
義
」
思
想
と

え
い
せ
い
せ
き
じ
ゃ

「
衛
正
斥
邪
」
思
想
は
、
つ
い
ぞ
彼
等
を

近
代
化
に
覚
醒
さ
せ
る
こ
と
は
な
か
っ

た
。
中
央
集
権
的
な
朝
鮮
の
王
朝
シ
ス
テ

ム
、
そ
れ
を
支
え
る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
呪

縛
が
、
西
洋
の
衝
撃
を
開
明
的
に
容
認
さ

せ
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
「
代
替
者
」

は
こ
こ
に
は
い
な
か
っ
た
。

シ
ナ
の
近
代
化
が
な
ぜ
あ
れ
ほ
ど
無
残

「
代
替
者
」
は
ど
こ
か
ら
も
現
れ
る
こ
と

は
な
か
っ
た
。
国
民
党
、
軍
閥
、
さ
ら
に

共
産
党
ま
で
が
加
わ
っ
た
、
ひ
た
す
ら
の

混
乱
で
あ
っ
た
。

も
う
一
度
い
え
ば
、
ア
ン
シ
ャ
ン
レ
ジ

ア
ン
シ
ア
ン

ー
ム
が
〉
ロ

2
8で
あ
る
が
ゆ
え
に
劣
化
し

衰
退
し
て
い
く
時
、
こ
れ
を
破
壊
し
て
新

た
な
正
統
的
レ
ジ
ー
ム
を
創
る
「
代
替

者
」
が
伝
統
の
中
に
用
意
さ
れ
て
い
た
の

か
否
か
が
ポ
イ
ン
ト
な
の
で
あ
る
。

日
本
は
「
代
替
者
」
が
確
か
に
存
在
し

た
が
、
朝
鮮
、
中
国
に
は
こ
れ
が
現
れ
な

か
っ
た
の
だ
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

坂
の
上
に
あ
る
「
公
」
と
「
利
他
」

司
馬
遼
太
郎
の

『
坂
の
上
の
雲
』
は、

か
つ
て
は
ア
ン
シ
ャ
ン
レ
ジ
ー
ム
の
中
で

「
冷
や
飯
」
を
食
わ
さ
れ
て
い
た
雄
藩
の

下
級
武
士
た
ち
が
、
相
互
に
確
執
を
繰
り

返
し
な
が
ら
、
つ
い
に
は
手
を
結
ん
で
維

新
を
成
功
さ
せ
、
維
新
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

－

殖
産
興
業
・
富
国
強
兵
に
注
ぎ
、
そ
う
し

て
日
本
の
生
命
線
で
あ
っ
た
朝
鮮
、
満
洲

に
も
失
敗
し
た
の
か
。
中
央
集
権
的
王
朝

国
家
の
重
い
、
実
に
重
た
い
伝
統
の
重
石

か
ら
み
ず
か
ら
を
解
き
放
つ
こ
と
は
不
可

能
事
で
あ
っ
た
。
ア
ヘ
ン
戦
争
に
敗
れ
、

西
洋
の
衝
撃
を
日
本
に
比
べ
て
は
る
か
に

強
く
受
け
た
は
ず
の
清
国
も
、
遅
れ
ば
せ

な
が
ら
こ
の
戦
争
を
経
て
、
開
明
派
の
洋

務
派
官
僚
が
勢
力
を
増
し
、
「
洋
務
運
動
」

と
呼
ば
れ
る
近
代
化
運
動
が
開
始
さ
れ

た
。
明
治
維
新
と
同
じ
頃
の
こ
と
で
あ
る
。

し
か
し
、
開
明
派
の
官
僚
と
は
い
え
、

守
る
べ
き
は
中
華
の
伝
統
の
根
本
（
「
中

体
乙
で
あ
り
、
こ
れ
を
守
る
た
め
に
西

洋
（
「
洋
」
）
の
学
術
や
軍
事
力
を
利
用

（
「
用
」
）
し
よ
う
と
し
た
だ
け
で
あ
っ
た
。

「
中
体
西
用
」
で
あ
る
。
西
洋
の
学
術
や

軍
事
力
を
生
ん
だ
文
明
に
は
関
心
を
寄
せ

ず
、
そ
れ
ゆ
え
社
会
全
体
を
沸
き
立
た
せ

み

じ

ざ

せ

つ

る
文
明
開
化
と
は
な
ら
ず
、
惨
め
な
挫
折

を
余
儀
な
く
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

日
清
戦
争
に
敗
北
し
た
後
に
は
、
「
瓜

ぷ
ん

ーさ

分
」
と
い
わ
れ
る
、
ウ
リ
が
バ
ラ
バ
ラ
に
割

け
る
よ
う
な
シ
ナ
分
割
の
危
機
に
陥
り
、

よ
う
や
く
に
し
て
明
治
維
新
に
範
を
取
っ

に
迫
る
世
界
最
大
の
軍
事
国
家
ロ
シ
ア
に

挑
ん
で
、
辛
く
も
こ
れ
に
勝
利
を
収
め
た

物
語
で
あ
る
。

こ
の
時
代
を
生
き
た
多
彩
な
人
物
を
配

し
て
、
い
か
に
も
勇
猛
に
し
て
果
敢
な
、

そ
し
て
志
を
高
く
持
し
て
、
近
代
主
権
国

家
の
建
設
に
遁
進
し
た
明
治
の
サ
ム
ラ
イ

の
物
語
で
あ
る
。
あ
の
時
代
を
現
代
に
ビ

ビ
ッ
ド
に
再
現
す
る
書
き
手
と
し
て
、
司

馬
遼
太
郎
ほ
ど
の
力
量
を
も
っ
た
ス
ト
ー

リ
ー
テ
ラ
ー
を
私
は
他
に
知
ら
な
い
。

主
人
公
の
秋
山
兄
弟
に
つ
い
て
だ
け
、

記
し
て
お
き
た
い
。
明
治
と
い
う
時
代
を

鮮
明
に
浮
か
び
上
が
ら
せ
た
ス
ト
ー
リ
ー

と
し
て
私
が
一
番
好
き
な
司
馬
の
語
り
だ

か
ら
で
あ
る
。

さ
ね
ゆ
き

秋
山
真
之
が
大
学
予
備
門
の
試
験
に
合

格
し
、
正
岡
子
規
と
も
ど
も
学
生
生
活
を

し
ば
ら
く
送
っ
て
い
た
の
だ
が
、
自
分
の

よ
し
ふ
る

生
活
費
を
薄
給
の
兄
好
古
に
頼
ら
ざ
る
を

え
な
い
こ
と
に
い
た
た
ま
れ
ず
、
実
入
り

の
あ
る
別
の
道
に
進
も
う
か
と
考
え
始
め

て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
こ
と
を
兄
に
い

え
ば
「
く
だ
ら
ぬ
こ
と
は
心
配
す
る
な
」
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函際
日露戦勝後の明治38年10月23日、横浜沖で

行われた帝国海軍連合艦隊の「凱旋観艦式J
＝聖徳記念絵画館所蔵。明治天皇（中央）は

御召艦 ［浅間jで臨席した

の
一
言
で
終
わ
っ
て
し
ま
う
に
ち
が
い
な

い
。
も
う
一
つ
、
真
之
に
は
海
軍
に
入
っ

て
国
の
た
め
に
身
を
捧
げ
た
い
と
い
う
思

い
が
芽
生
え
、
進
退
き
わ
ま
っ
て
い
た
の

で
あ
る
。
こ
こ
は
思
い
切
っ
て
自
分
の
進

路
に
つ
い
て
の
考
え
を
兄
に
聞
き
質
し
て

み
よ
う
と
思
い
を
定
め
た
。

も
っ
と
も
自
分
の
進
路
な
ど
と
聞
い
た

と
こ
ろ
で
、
兄
は
「
そ
ん
な
こ
と
は
自
分

で
考
え
ろ
」

と
い
う
に
決
ま
っ
て
い
る
。

な
ら
ば
と
、
真
之
は
「
人
間
と
い
う
も
の

は
ど
う
し
て
生
き
れ
ば
い
い
か
」
と
聞
く

こ
と
に
し
た
。
こ
こ
で
司
馬
は
好
古
に
次

の
よ
、
つ
に
語
ら
せ
て
い
る
。

「
お
れ
は
、
単
純
で
あ
ろ
う
と
し
て
い
る
」

と
、
好
古
は
い

っ
た
。
さ
ら
に
、

「人
生
や
国
家
を
複
雑
に
考
え
て
ゆ
く
こ

と
も
大
事
だ
が
、
そ
れ
は
他
人
に
ま
か
せ

る
。
そ
れ
を
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
天
分
や
職
分

を
も

っ
た
ひ
と
が
あ
る
だ
ろ
う
。
お
れ
は

そ
う
い
う
世
界
に
お
ら
ず
、
す
で
に
軍
人

の
道
を
え
ら
ん
で
し
ま
っ
て
い
る
。
軍
人

と
い
う
の
は
、
お
の
れ
と
兵
を
強
く
し
て

い
ざ
戦
い
の
場
合
、
こ
の
国
家
を
敵
国
に

勝
た
し
め
る
の
が
職
分
だ
」

ー

l
負
け
れ
ば
軍
人
で
は
な
い
。

と
好
古
は
い
う
。

「
だ
か
ら
い
か
に
す
れ
ば
勝
っ
か
と
い
う

こ
と
を
考
え
て
ゆ
く
。
そ
の

一
点
だ
け
を

考
え
る
の
が
お
れ
の
人
生
だ
。
そ
れ
以
外

の
こ
と
は
余
事
で
あ
り
、
余
事
と
い
う
も

の
を
考
え
た
り
や
っ
た
り
す
れ
ば
、
思
慮

が
そ
の
ぶ
ん
だ
け
曇
り
、
み
だ
れ
る
」
と

い、っ
。
｜
｜
そ
れ
で
？

と
い
う
顔
を
真
之
は
し
て
み
せ
た
。

「
そ
れ
だ
け
さ
、
お
れ
が
こ
の
世
で
自
分

「 「に

生日あ、つ
らし、い
んのて
」 予考

とえ
はて
、し、
どる
うこ
なと
りは
ま 0

!/ 
L 

人
聞
が
国
家
に
お
け
る
自
分
の
役
割
を

こ
う
ま
で
明
快
に
悟
っ
て
屈
託
の
な
か
っ

た
時
代
、
こ
の
時
代
を
私
は
恋
慕
す
る
。

私
的
に
で
は
な
く
公
的
に
、
利
己
的
に
で

は
な
く
利
他
的
に
生
き
る
こ
と
の
中
に
こ

そ
人
間
の
幸
福
が
あ
る
。
そ
の
こ
と
を
立

証
し
た
時
代
を
、
私
ど
も
は
つ
い
先
だ
っ

て
の
歴
史
の
中
に
も
っ
て
い
る
。

開
国
か
ら
日
露
戦
争
勝
利
に
い
た
る
、

司
馬
遼
太
郎
の
描
い
た

「
坂
の
上
の
雲
」

の
時
代
で
あ
る
。
個

々
の
人
間
の
栄
達

が
、
国
家
の
興
隆
と
何
の
矛
盾
も
な
く
収

ま
っ
て
い
た
、
開
国
・
維
新
期
か
ら
日
露

戦
役
勝
利
に
い
た
る
あ
の
時
代
。
こ
ん
な

時
代
が
日
本
の
歴
史
の
中
に
確
か
に
存
在

し
た
の
だ
。

明
治
維
新
か
ら
百
五
十
年
が
経
つ
。

「
坂
の
上
の
雲
」
の
時
代
、
人
々
の
思
い

は
、
果
た
し
て
過
去
の
も
の
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
の
だ
ろ
う
か
ー
ー
ー
。
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